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カサゴの標識作業と放流
平成２０年４月４日に尾鷲市古江の尾鷲栽培漁業センターでカサゴ７千２百尾の標識作業が行われました。カサゴは東紀州各地で以前から放流されており、根付きの魚として重要な魚です。今回の取り組みは、放流効果がどれくらいあるか、どの場所に放流すると効率が良いか、を調べるために行うものです。
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作業の様子
カサゴ種苗生け簀の回りに水槽やたらいを置き、カサゴを運び入れ参加者が処理しました。
総勢１０名の関係者により行われました。
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標識魚（右腹びれ切除）　
魚の右側腹びれ(点線部分)を切除した種苗。
右ひれ切除は３，６００尾に行われ、尾鷲・大曽根地先に放流されました。
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標識魚（左腹びれ切除）

同様に左側の腹びれ（点線部分）を切除された種苗。
左ひれ切除は１，８００尾に行われ、須賀利地先に放流されました。
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標識魚（両腹びれ切除）
両方の腹びれを切除した種苗。１，８００尾に行われ、行野浦地先に放流されました。
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種苗の放流
　
標識作業の翌週に各地区で放流が行われました。　
今年は放流のみが行われ、来年以降、腹びれが無い標識魚を見つけるため、市場調査が行われる予定です。調査を行う市場は、尾鷲、引本、島勝となる見込みです。カサゴを漁獲する漁業者の皆さんには、上記のような腹びれが欠如した標識魚を見かけましたら、尾鷲市水産農林課水産振興係(0597-23-8231)か、三重県尾鷲農林水産商工環境事務所水産室漁政課(0597-23-3513)へ連絡をお願いします。 
　なお、今回行ったカサゴの標識放流は、社団法人全国豊かな海づくり推進協会の漁協等実践活動助成事業により行われました。
